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●●祝 成人おめでとう！ ～1月8日 直島町成人式～ 



町
づ
く
り
報
告 

〜
最
近
の
で
き
ご
と
〜 

　
今
年
は
比
較
的
暖
か
い
日
が
続
い
て
い
ま

す
が
、
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
い
か
が

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。 

　
大
寒
そ
し
て
立
春
が
過
ぎ
、
気
象
台
に
よ

り
ま
す
と
、
二
月
も
暖
冬
傾
向
、
春
の
訪
れ

も
早
い
と
の
予
報
が
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

余
寒
が
残
る
こ
の
頃
で
あ
り
、
ど
う
か
ご
健

康
に
ご
留
意
い
た
だ
き
、
充
実
し
た
毎
日
を

送
ら
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
今
回
は
町
長
に
代
わ
り
、
助
役
が
最
近
の

出
来
事
に
つ
い
て
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。 

 

（
行
財
政
改
革
） 

　
国
の
国
庫
負
担
金
削
減
、
地
方
交
付
税
の

見
直
し
、
税
源
移
譲
と
合
わ
せ
た
地
方
税
財

政
の
「
三
位
一
体
改
革
」
。
当
町
の
財
政
状
況

の
歳
入
（
収
入
）
で
は
、
基
幹
と
な
る
税
収

入
は
、
「
三
位
一
体
の
改
革
」
に
伴
う
国
税

か
ら
地
方
税
へ
の
税
源
移
譲
や
定
率
減
税
の

廃
止
な
ど
、
税
制
改
正
や
町
内
企
業
の
増
益

等
に
よ
り
増
が
見
込
ま
れ
る
も
の
の
、
平
成

十
九
年
度
か
ら
人
口
・
面
積
を
算
定
の
基
礎

と
し
た
新
型
交
付
税
制
度
が
導
入
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
小
さ
な
当
町
で
は
地
方
交
付
税
は

ま
す
ま
す
減
と
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。 

　
歳
出
（
支
出
）
で
は
、
地
方
債
（
借
金
）

残
高
累
増
に
よ
る
償
還
額
の
増
加
、
さ
ら
に

は
今
後
に
お
い
て
も
下
水
道
、
診
療
所
運
営

経
費
な
ど
多
額
の
財
源
が
必
要
と
な
る
こ
と

か
ら
、
一
段
と
厳
し
い
財
政
運
営
が
避
け
ら

れ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
当
町
の
命
綱
で
あ
る
基
金（
貯
金
）

は
、
年
々
減
少
し
て
お
り
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
下
で
町
の
将
来

を
担
う
職
員
に
よ
る
行
財
政
改
革
等
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
各
種
団

体
の
補
助
金
削
減
、
課
の
統
廃
合
に
よ
る
人

員
削
減
、
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
の
削
減
、

各
種
委
員
の
報
酬
の
削
減
や
敬
老
行
事
の
見

直
し
、
さ
ら
に
旅
費
の
減
額
、
各
種
団
体
の

補
助
金
の
見
直
し
、
老
人
無
料
バ
ス
券
の
制

限
な
ど
の
答
申
を
受
け
、
ま
た
、
議
会
、
町

民
（
行
政
懇
談
会
）
の
皆
様
の
ご
意
見
を
お

聞
き
し
な
が
ら
行
政
改
革
を
積
極
的
に
進
め

て
い
ま
す
。 

　
合
併
し
な
い
で
単
独
で
の
生
き
残
り
と
発

展
に
町
民
の
皆
様
に
も
辛
抱
と
我
慢
を
お
願

い
し
、
将
来
に
向
か
っ
て
し
っ
か
り
と
し
た

地
盤
固
め
を
い
た
し
、
町
民
の
皆
様
が
物
心

共
に
豊
か
で
健
康
そ
し
て
安
心
と
幸
せ
を
実

感
し
、
温
も
り
と
活
力
あ
る
町
づ
く
り
に
ご

理
解
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

　
な
お
、
平
成
十
九
年
度
予
算
編
成
は
、
三

月
定
例
議
会
へ
の
提
案
に
向
け
て
準
備
中
で

あ
り
、
具
体
的
な
施
策
（
事
業
）
に
つ
い
て

は
、
議
会
の
議
決
後
に
皆
様
に
お
知
ら
せ
し

ま
す
。 

 

（
統
一
地
方
選
挙
） 

　
二
〇
〇
七
年
は
正
に
選
挙
の
年
。 

　
四
月
の
統
一
地
方
選
、
夏
の
参
院
選
へ
続

く
政
治
決
戦
の
初
戦
は
、
官
製
談
合
事
件
に

よ
る
前
知
事
の
辞
職
を
受
け
た
宮
崎
県
知
事

選
、
任
期
満
了
に
伴
う
山
梨
、
愛
媛
両
県
知

事
選
が
先
月
二
十
一
日
投
開
票
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

　
そ
し
て
四
月
に
四
年
に
一
度
、
町
内
を
選

挙
一
色
に
染
め
る
香
川
県
議
会
議
員
選
挙
、

直
島
町
長
・
直
島
町
議
会
議
員
選
挙
が
集
中

す
る
「
統
一
地
方
選
」
が
行
わ
れ
ま
す
。 

　
さ
ら
に
夏
に
は
、
十
二
年
に
一
度
、
参
院

選
も
重
な
る
亥
年
で
、
ま
さ
に
地
域
の
未
来

を
占
う
「
選
挙
イ
ヤ
ー
」
。 

　
日
程
は
、
県
議
選
（
直
島
町
は
高
松
選
挙

区
）
が
三
月
三
十
日
告
示
、
四
月
八
日
投
票
、

直
島
町
長
選
・
直
島
町
議
選
が
四
月
十
七
日

告
示
、
四
月
二
十
二
日
投
票
。
告
示
後
の
選

挙
運
動
期
間
は
県
議
選
が
九
日
間
、
町
長
・

町
議
選
が
五
日
間
と
い
う
短
期
決
戦
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

　
町
長
・
町
議
選
（
定
数
が
十
二
名
か
ら
十

名
に
二
名
減
）
は
、
町
政
の
担
い
手
を
託
す

も
の
で
あ
り
、
町
民
に
と
っ
て
重
要
で
身
近

な
選
挙
で
あ
り
、
不
適
切
、
不
穏
当
な
発
言

を
繰
り
返
し
、
議
会
の
空
転
や
混
乱
を
生
じ

さ
せ
た
議
員
は
い
か
が
か
と
思
い
ま
す
が
、

皆
様
は
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
。 

　
こ
れ
ま
で
の
実
績
な
ど
を
見
て
、
聞
い
て
、

考
え
て
、
「
出
た
い
人
よ
り
出
し
た
い
人
」

を
、
町
政
を
託
す
人
は
「
こ
の
人
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
人
」
が
選
出
さ
れ
る
こ
と
を
願

う
ば
か
り
で
す
。 

 

（
川
北
氏
　
０
０
７
館
長
に
就
任
） 

　
０
０
７
赤
い
刺
青
（
い
れ
ず
み
）
の
男
記

念
館
整
備
運
営
委
員
会
（
松
田
武
重
会
長
）

は
先
月
十
五
日
、
前
香
川
県
副
知
事
の
川
北

文
雄
氏
に
同
館
の
初
代
館
長
を
委
嘱
し
ま
し

た
。 

　
同
記
念
館
は
、
０
０
７
シ
リ
ー
ズ
の
県
内

ロ
ケ
誘
致
運
動
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
住
民
有

志
で
つ
く
る
整
備
運
営
委
員
会
な
ど
が
整
備

し
、
小
説
「
赤
い
刺
青
の
男
」
の
参
考
資
料

や
過
去
の
映
画
の
原
作
本
を
展
示
し
て
い
る

も
の
で
、
二
〇
〇
五
年
七
月
オ
ー
プ
ン
以
来
、

館
長
の
空
席
が
続
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
直

島
を
舞
台
と
し
た
０
０
７
小
説
「
赤
い
刺
青

の
男
」
の
映
画
化
と
昨
年
九
月
に
米
国
の
映

画
配
給
会
社
を
訪
問
し
、
香
川
の
魅
力
を
ピ

ー
ア
ー
ル
す
る
な
ど
、
０
０
７
シ
リ
ー
ズ
の

ロ
ケ
誘
致
に
取
り
組
ま
れ
た
川
北
氏
が
香
川

県
副
知
事
を
退
任
し
た
の
を
機
に
館
長
の
就

任
を
要
請
し
た
も
の
で
す
。 

　
川
北
氏
は
副
知
事
時
代
、
県
の
フ
ィ
ル
ム

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
事
業
の
先
頭
に
立
っ
て
数
々

の
映
画
ロ
ケ
誘
致
に
成
功
。 

　
ま
た
、
同
記
念
館
の
オ
ー
プ
ン
に
当
た
っ

て
は
、
各
種
団
体
に
寄
付
を
呼
び
か
け
た
ほ

か
、
大
阪
芸
大
に
無
償
で
館
内
に
展
示
し
て

い
る
オ
ブ
ジ
ェ
の
制
作
依
頼
を
す
る
な
ど
開

館
に
人
力
さ
れ
ま
し
た
。 

　
館
長
に
就
任
し
た
川
北
氏
は
「
映
画
化
、

ロ
ケ
誘
致
と
も
難
し
い
課
題
で
あ
る
が
、
地

道
な
活
動
で
道
を
切
り
開
い
て
い
き
た
い
」

と
、
直
島
町
、
同
記
念
館
に
と
っ
て
心
強
く

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。 

岡

田

英

機

 

助
　
役 



ふれあい通信なおしまだより 

２２月月  

16日（金）新譜、再発アルバム（ジャズ） 

19日（月）アーティスト特集（ジャズ） 

20日（火）廃盤、名盤アルバム（ジャズ） 

21日（水）コンテンポラリージャズ（ジャズ） 

22日（木）フュージョン、スムースジャズ（ジャズ） 

23日（金）スウィング、デキシーランド（ジャズ） 

26日（月）ジャズボーカル（ジャズ） 

27日（火）ジャズファンク、レアグルーヴ、クロスオーバー（ジャズ） 

28日（水）新譜アルバム特集（クラシック） 

F e b r u a r y

３３月月  

 1 日（木）作曲家特集（クラシック） 

 2 日（金）演奏家特集（クラシック） 

 5 日（月）歴史的名演奏（クラシック） 

 6 日（火）交響曲、管弦楽曲、協奏曲（クラシック） 

 7 日（水）室内楽曲、器楽曲（クラシック） 

 8 日（木）バロック、古楽（クラシック） 

 9 日（金）歌劇、声楽曲（クラシック） 

12日（月）シングルチャート（洋楽） 

13日（火）新譜ピックアップシングル（洋楽） 

14日（水）新譜アルバム（洋楽） 

15日（木）アーティスト特集（洋楽） 

M a r c h

※番組は、予告なく変更になる場合がありますがご了承ください。 

故障かなっと思ったら 
　ボリューム・放送時間帯を確認してください。 
　故障受け付けは、113番へお願いします。 
　移転・廃止は、必ず役場総務課まで印鑑を持って手続きにきてください。 
　オフトーク通信再放送などの操作のお問い合わせは、役場総務課 
892－2222まで、お気軽にお問い合わせください。 

２月１６日からのオフトーク通信4ＣＨの番組表です。 
どうぞ、お楽しみください。 

防災 
コーナー さまざまな自然災害　－風水害－ 

☆自然災害の脅威 
　2004年は自然災害が頻発した年でした。中でも台風

の上陸が相次ぎ、６月11日の台風４号を皮切りに10月

20日の台風23号まで、（当町でも、16号・23号で甚大

な被害がでました。）過去最多の計10個が上陸しました。

特に台風23号は、兵庫県、京都府の北部で甚大な水害

を引き起こしただけでなく、九州から関東まで死者が

出たほどの、過去10年で最大の被害をもたらしました。

災害はいったん起きると、まとまって被災者を出す可

能性があります。｢自分だけは大丈夫｣と思わず、日ご

ろからの備えを心がけましょう。 

 
☆台風と集中豪雨 
　備えの第一歩は、刻々と変化する気象情報をリアル

タイムで把握することです。テレビ、ラジオに加え、

インターネットや携帯電話でも気象情報にアクセスで

きます。台風の進路は予想通りにならないことも多い

ので、特に注意しましょう。 

　1日の雨量が70㎜を越えると水害が起き始め、200㎜

以上で土砂災害を含む大規模な災害になるといわれて

います。 

　近年は市街地のコンクリート化や道路の舗装が進ん

だ影響で、雨水が下水道や側溝を一気にいっぱいにし、

あふれ出す傾向にあります。 

　また、台風や集中豪雨では、停電になることが多い

ようです。懐中電灯やラジオは電池の残量を確認し、

暗くなってから｢どこにあったかしら｣と慌てることが

ないよう、置く場所を決めておきます。非常食や飲料水、

薬箱もチェックしましょう。 

　｢わが家は、大雨の時は避難が必要なのか避難する

とすればどこにするのか｣を家族で話し合っておきま

しょう。 

　子どもたちは、いつもと様子が違う、増水した川や

用水に興味津々となります。夢中で川を観察している

うちに流されたりしないよう、雨の日の危険性を教え

ておきましょう。 
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2 0 0 7消防団出初式 
　１月14日（日）、中学校グラウンドで平成19年直島町消防団出初式が高松北警察署
ほか多数のご来賓をお迎えし、盛大に開催されました。 
　式には、消防団員、婦人防火クラブ、少年防火クラブ合わせて122名が参加し、各
分団に分かれての行進、各種表彰、町長、団長等による服装及び車両の点検、ホース
延長撤収競技、放水などがありました。 
　災害から町を守るために、日々訓練に励んでいる直島町消防団員に感謝します。 

氏　　名 

立石　純一 

津田　恭平 

大谷　政人 

坂井　政一 

石井　昌治 

丸野　久志 

東　　　晃 

大林　春樹 

竹林　　淳 

山中　克博 

井上　孝文 

山下　一美 

堀口　　優 

西口　隆則 

能祖　雄二 

階　級 

団　員 

団　員 

団　員 

団　員 

団　員 

団　員 

団　員 

団　員 

団　員 

団　員 

団　員 

団　員 

班　長 

団　員 

団　員 

分団名 

第１分団 

第１分団 

第３分団 

第３分団 

第１分団 

第１分団 

第１分団 

第２分団 

第３分団 

第３分団 

第５分団 

第５分団 

第１分団 

第２分団 

第３分団 

表彰名 

町
長
功
労
章 

団

長

精

勤

章 

勤
続
章 

（
１０
年
） 

平成１９年 出初式表彰者名簿 

2007.2 4



CAMERA REPORT
カメラ 
  リポート 
カメラ 
  リポート 
カメラ 
  リポート 

成人式 
　１月６日（土）、福祉センター劇場で成人式が開催

されました。 

　今年成人を迎えられたのは、男性12人、女性15人です。

式典には、そのうち25人が出席されました。 

式典では、�田町長が新成人へ祝福と激励の言葉を贈

るとともに、記念品を贈呈して新成人の前途を祝福し

ました。 

広報 なおしま 5



下水道に関するお問合せ先 
環境水道課　1892-2225

接続しましょう！下水道に 
　下水道は、川や海などの自然環境を守り、悪臭やハエ、カなどの害虫のいない衛生的で、快適な美しい町づく

りを進める役割を担っています。そのためには、町民の皆様方に汚水（し尿や生活雑排水）を公共下水道に流す

ための排水設備工事（宅内で台所、風呂、トイレ、洗濯の水を公共下水道に流させる配水管やますなどの設置工

事で、その費用は個人負担となります。）をしていただかなければその機能を果たせません。 

　現在、合併浄化槽対象地区を除き町内の全地区で下水道が接続できます（詳しくは町環境水道課へご確認くだ

さい。）。 

　なお、まだ公共下水道への接続がお済でない家庭（汲み取りの便所や単独浄化槽設置の家庭等）では一日も早

く排水設備工事を実施されますようお願いします。 

【水洗化工事早期着工奨励金制度】 
　供用開始日（町が地区ごとに下水道工事をし、その下水道を利用できると住民の方にお知らせした日　実

際は役場前の掲示板にお知らせしています。なお、広報紙でもお知らせしています。）から２年以内に水洗

化に改造していただくと次のとおり奨励金が交付されます。 

　供用開始日から１年以内に完了した場合　35,000円 

　供用開始日から２年以内に完了した場合　20,000円 

（現在は、供用開始がＨ17年３月31日の積浦地区と平成18年２月28日の

西町の一部が対象地区となります。）。 

環 境 水 道 課 か ら の お 知 ら せ 環 境 水 道 課 か ら の お 知 ら せ 

《水道開始等の手続きについて》 
　新しく水道を使用するとき、使用を止めるとき及
び使用者の名義を変更するとき等については、必ず
事前に環境水道課へ届出ください。 
 
《水道料金の滞納について》 
　水道事業は水道料金で運営しているので滞納があ
れば、事業経営に支障をきたします。料金を納めて
いただかないと給水を停止しますので、納期限まで
に必ず納付してください。 
 
《使用者の維持管理について》 
使用者、所有者、管理人の方は水が汚染または漏水
しないように給水装置（メーター含）を管理してく
ださい。 
特に次のことはお守りください。 
　①メーターボックス内に水や土を流入させない。 

　②メーターボックス上に物や車などを置かない。 

　③メーターボックス周辺に草を生やさない。 

　④メーターボックス附近にペットを放し飼いにしない。 

《修理の費用負担について》 
　給水装置の管理区分(費用負担)は、第１止水栓か
ら家側が個人(所有者)負担となりますので、常に点
検管理してください。 
 
《緊急断水について》 
　水道管の破損修理のため、緊急断水や赤水が発生
することがあります。 
　断水時にはオフトークなどでお知らせをしますが、
場所や時間的に周知徹底できないことがありますので、
ご了承ください。 
　また、緊急断水や赤水などが原因で使用者等に損
害が生ずることがあっても、町はその責任は負いか
ねますので、併せてご了承願います。 
　特に断水の影響
が大きい使用者等
においては緊急断
水などに対する備
えを十分にしてお
いてください。 
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香川県議会議員選挙 
　●日本国民で、昭和62年４月９日までに生まれた
人 

　●平成18年12月29日以前から直島町に住所があって、
直島町の住民基本台帳に登録されており、引き
続いて町内に住んでいる人 

直島町長・直島町議会議員選挙 
　●日本国民で、昭和62年４月23日までに生まれた
人 

　●平成19年１月16日以前から直島町に住所があって、
直島町の住民基本台帳に登録されており、引き
続いて町内に住んでいる人 

投票できる人は  

　香川県議会議員選挙　３月31日～４月７日　　　直島町長・直島町議会議員選挙　４月18日～４月21日 
上記期間中午前８時30分から午後８時まで　～土曜・日曜に関係なく毎日投票できます。～ 
詳しくは、直島町選挙管理委員会　1８９２－２２２２まで 

期日前投票ができる期間  

●長期出張中の場合などにより、名簿登録地以外の市町村選挙管理委員会において投票したい場合。 
●投票日には20歳を迎えるが投票日前に投票したい場合など、投票日には選挙権を有するが投票日前において投票を行
おうとする場合。 

ほかにも、次の不在者投票があります。 
●指定病院などにおける不在者投票。 
　・県選挙管理委員会の指定する病院や老人ホームなどに入院（入所）している人は、その施設において不在者投票
をすることができます。 

　・指定していない病院などに入院されている方は、入院所在地の市町選挙管理委員会にて不在者投票ができます。 
●郵便等による不在者投票。 
　身体に一定程度を超える重度の障害のある人で、選挙人名簿の属する市町村選挙管理委員会に対して投票日の４日前
までに投票用紙等の請求を行い、自宅等現在する場所で自ら投票用紙に記入し、郵便等により送付する方法で不在者
投票をすることができます。 

不在者投票  

４月８日は香川県議会議員選挙　４月22日は直島町長・町議会議員選挙 

　４月８日に香川県議会議員選挙が、22日には直島町長と直島町議会議員選挙が行われます。 
　どちらの選挙もこれから４年間の県政や私たちの暮らしに直接かかわりのある町政を委ねる人を選ぶ大切な選挙です。 
　私たち一人ひとりがもっている一票が、これからの暮らしの方向を握っているといえます。ひとりの棄権もなく、大
切な一票を活かしましょう。 

投票に託す  
 

郵便局からのお知らせ 郵便局からのお知らせ 郵便局からのお知らせ 
○日本郵政公社は、平成19年10月に民営化・分社化します。 
○郵便局では、この移行作業を円滑に進めていくため、平成19年３月５日（月）から
分社化に対応した業務方法に切り替えてまいります。 

●集配サービス 
１．配達、取集、ご不在でお受け取りいただけなかっ

た郵便物のお預かりは、これまでどおり直島郵便

局で行います。 

２．ご不在でお受け取りいただけなかった郵便物は、

配達担当者が毎日再配達にお伺いします。 

　　なお、郵便局の窓口でお受け取りを希望する場合は、

高松南郵便局に事前にご連絡をお願いします。 

３．お客様の郵便番号は変わりません。 

●窓口サービス 
　直島郵便局の時間外窓口を廃止させていただきます。 

　なお、時間外窓口の廃止に伴い、土曜・日曜を含め

配達を基本とする体制の整備、集荷体制の充実を図っ

てまいります。 

【お問い合わせ先】直島郵便局　1087－892－3000

【お客様サービスの主な変更点】 
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　かっぷくのよさ(太っていること)を豊かさの象徴としてたたえる時代は過ぎました。しかし、飽食の時代は「過食」や「偏

食」をつくり、日々の運動不足もあいまって、現代人と肥満はなかなか切り離せない関係になってしまいました。多くの人

が「やせたい」「やせられない」と悩んでいるのが現代なのです。 

　肥満のなかでも、内臓の周りに脂肪の沈着がいちじるしい上体肥満（内臓脂肪型肥満）は、様々な生活習慣病の発症と密

接なつながりをもっており、健康・長寿をまっとうするうえで大きなマイナス要因となります。WHOは、白人では腹囲が

男性で94cm、女性で80cmを超えると、健康障害をともなうリスクが高くなると報告しています。日本人では、1999年

の日本肥満学会において、腹囲が男性で85cm、女性で90cmを超えると、内臓脂肪型肥満が強く疑われるというデータが

発表されました。 

　現代男性では、30～60代の約3割が「肥満」で、

いずれの年齢層でも肥満者の割合が20年前に比べて、

約1.5倍増加しています。 

　現代女性では、60歳以上の肥満者の割合が多く

みられます。ただ、女性の場合、若い世代の間で

美容を重視したダイエット等による「低体重」の

人が増加していることも危惧されています。 

肥満が招く多くの「生活習慣病」 
　肥満は、それ自体が病気とはいえませんが、「高血圧」「高脂血症」「糖尿病」といった「生活習慣病」とお互いに密接

に関連しながら、自覚症状がないまま徐々に動脈硬化を進行させます。やがて、症状が悪化すると「心臓病」や「脳卒中」

という生命にかかわる病気を招く危険性があります。そのため、「肥満」と「高血圧」「高脂血症」「糖尿病」が合併した

状態は「死の四重奏」と呼ばれています。 

③糖尿病と肥満（表３参照） 

　血液中のブドウ糖を体内に取り込む働きをするインスリン

の分泌不足や作用不足により、慢性的にブドウ糖が血中にた

まる状態が糖尿病です。肥満によって多量のインスリンの分

泌が必要になるうちにインスリンの働きに支障をきたします。 

①高血圧と肥満（表１参照） 

　肥満によって全身に血液を送るための心臓や 

血管に負担がかかり、高血圧になりやすくなります。 

 

②高脂血症と肥満（表２参照） 

　高脂血症は血液中の脂質（コレステロールや中性脂肪）が

多過ぎる状態をいい、動脈硬化が促進されます。 

昭和56年 

12.0 

13.0 

24.0 

21.0 

19.5 

17.0

平成3年 

16.0 

16.0 

27.0 

29.0 

24.5 

15.5

平成13年 

18.5 

22.0 

33.0 

32.0 

30.5 

21.5

国民保険についてのお問い合わせは、役場住民福祉課　国民健康保険係（1892－2223）まで 

（今月の「アクアウォーキング教室」は、2月15日（木）13：10より福祉センター温水プールにて開催します。） 

表1　高血圧の基準（日本高血圧学会） 

肥満者の割合の推移（「平成13年国民健康保険栄養調査」より） 

表3　糖尿病の診断基準（日本糖尿病学会） 

110

100

90
85
80

重症高血圧 

 

中等症高血圧 

 

軽症高血圧 

正常高値血圧 

正常血圧 

至適血圧 

糖尿病型 

境界型 

単位：mmHg

単位：mg/dl

120 130 140 160 180

最
小
血
圧 

126

110

空
腹
時
血
糖 

最 大 血 圧  

140 200
最 大 血 糖 値  

正常型 

高コレステロール血症 

高LDLコレステロール血症 

低HDLコレステロール血症 

高トリグリセリド血症 

 

総コレステロール 

LDLコレステロール 

HDLコレステロール 

中性脂肪（トリグリセリド） 

220mg/dl以上 

140mg/dl以上 

40mg/dl未満 

150mg/dl以上 

表2

 

20～29歳 

30～39歳 

40～49歳 

50～59歳 

60～69歳 

70歳以上 

昭和56年 

9.0 

18.0 

20.5 

29.5 

28.0 

27.0

平成3年 

7.5 

8.5 

22.0 

28.0 

28.0 

27.5

平成13年 

8.0 

19.0 

17.0 

25.0 

31.0 

29.0

 

20～29歳 

30～39歳 

40～49歳 

50～59歳 

60～69歳 

70歳以上 

 ～太るとどうしていけないの？～ 

40.0

35.0

30.0

25.0

20.0

15.0

10.0

5.0

0.0

40.0

35.0

30.0

25.0

20.0

15.0

10.0

5.0

0.0男 性 女 性 

単位（％） 単位（％） 

2007.2 8



確定申告は自分で書いてお早めに  

１． 日　時　２月22日（木）午前10時～午後４時 

２． 場　所　役場２階大会議室 

１．日　時　３月８日（木）午前９時～午後５時 

２．場　所　西部公民館第１研修室 
※宮ノ浦地区の相談日には、役場での申告の受付は行っておりません。 

　閉庁日（土・日曜日・祝日）の相談及び申告書の受付は
行っておりませんが、税務署では、２月18日と25日の日
曜日にかぎり相談及び申告書の受付を行っております。ま
た、税務署へ郵送により提出することもできます。申告書
は、期間までに高松税務署または役場税務課までお早めに
提出してください。 
 
【申告をしなければならない方】 
平成18年中に次の所得があった人 
①営業、農業、その他の事業及び家内労働（内職など）を
営んでいた人 

②家賃や土地の賃貸などの不動産所得があった人 
③土地や建物を売った譲渡所得のあった人 
④雑所得（年金等）、一時所得（生命保険等の満期返戻金等）
のあった人 

⑤18年中に退職し、その後働いていない人や２ヵ所以上
から給与の支払いを受けた人で年末調整をしていない人（た
とえば、アルバイトの収入がある人） 

⑥給与所得の他に営業、農業、不動産、譲渡所得等のある人 
 
※給与以外の所得が20万円以下のときは確定申告の必要はありませんが、

町・県民税においては申告しなければなりません。また、平成18年

中に所得のなかった人は、申告の必要はありませんが、国民健康保

険税や介護保険料などの軽減措置を受ける場合や各種証明書（収入額・

所得額・課税額など）の交付が必要な人は申告が必要です。 

【申告に必要なもの】 
①印鑑 
②所得金額のわかるもの　 
（給与所得、年金の受給者は、平成18年分源泉徴収票、
農業、営業、事業、不動産所得のある人は、収入と経費
がわかる帳簿か収支内訳書、領収書など） 

③社会保険料の領収書、生命保険料、個人年金保険料、損
害保険料等の支払証明書 

④医療費控除を受ける場合は、支払った医療費の領収書、保
険金などで補てんされた場合は、その金額のわかるもの 

⑤雑損失の繰越控除をされる場合は、昨年の確定申告の控え 
⑥税務署から送付された確定申告書をお持ちの場合は、そ
の申告書 

⑦還付金を受ける場合は、金融機関の本人名義の預金口座番号 
 
確定申告に伴う相談日 
【高松税務署の相談日】 
 
 
 
【宮ノ浦地区の相談日】 

●
海
の
え
き
　
誕
生
初
の
　
新
年
は 

　
　
　
　
　
　
　
思
い
深
き
や
　
町
の
発
展 

宮
ノ
浦
　
新
田
　
美
代
子
さ
ん 

 

●
年
明
け
て
　
素
直
な
民
の
　
お
持
て
成
し 

●
大
鎚
と
　
赤
い
カ
ボ
チ
ャ
と
　
風
花
と 

宮
ノ
浦
　
山

小

僧
さ
ん 

と
し  

あ 

す  

な
お 

た
み 

も 

か
ざ
は
な 

あ
か 

お
お
づ
ち 

な 

スポーツ通信 （敬称略） 
平成１８年１2月1３日（木）　名古屋国際会議場イベントホール 

◎プロボクシングミドル級８回戦 

　平成18年12月13日（水）に名

古屋国際会議場イベントホール

でプロボクシングミドル級８回

戦が開催されました。真木和雄

さんは田島秀哲（９勝１敗）と

対戦し、２Ｒ24秒KOで勝利を

収めました。 

広
報
１
月
号
２
ペ
ー
ジ
、「
町
づ
く
り
報
告
②
」

防
災
・
防
犯
対
策
の
文
章
で
、「
各
自
治
体
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
」
は
「
各
自
治

会
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
」
の
誤
り

で
し
た
。お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。 

【お問い合わせ先】　役場税務課　1892－2296

確定申告の受付は、平成19年2月16日（金）から平成19年3月15日（木）までです。 

※
こ
の
各
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は
、届
出

の
際
に
担
当
窓
口
で
、そ
の
旨
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。 

寄
付
の
お
礼 

 

▼
宮
ノ
浦
の
土
井
勉
様
よ
り
亡
妻
土
井
栄

子
様
の
香
典
返
し
と
し
て
直
島
町
社
会

福
祉
協
議
会
、
宮
ノ
浦
自
治
会
に
対
し

て
金
一
封
の
ご
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。 

▼
宮
ノ
浦
の
中
川
乙
美
様
よ
り
亡
夫
中
川

幸
吉
様
の
香
典
返
し
と
し
て
直
島
町
社

会
福
祉
協
議
会
、
宮
ノ
浦
自
治
会
、
宮

ノ
浦
不
老
会
、
直
島
幼
児
学
園
に
対
し

て
金
一
封
の
ご
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。 

▼
愛
知
県
の
福
本
久
保
様
よ
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父
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本

哲
夫
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香
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返
し
と
し
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直
島
町
社
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福
祉
協
議
会
、
宮
ノ
浦
自
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会
、
宮

ノ
浦
婦
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会
、
身
体
障
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協
会
直
島

分
会
に
対
し
て
金
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封
の
ご
寄
付
が
あ

り
ま
し
た
。 

▼
玉
野
市
の
小
西
一
夫
様
よ
り
亡
妻
小
西

美
鈴
様
の
香
典
返
し
と
し
て
直
島
町
社

会
福
祉
協
議
会
、
宮
ノ
浦
自
治
会
、
宮

ノ
浦
不
老
会
に
対
し
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金
一
封
の
ご
寄

付
が
あ
り
ま
し
た
。 

▼
宮
ノ
浦
の
有
本
昇
様
よ
り
亡
父
有
本
義

明
様
の
香
典
返
し
と
し
て
宮
之
浦
自
治

会
に
対
し
て
金
一
封
の
ご
寄
付
が
あ
り

ま
し
た
。 
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【応募方法】 
　はがきに答えの記号（例①－Ａ）、住所（地区）、氏名、年齢、広報
についてご意見、要望などを書き添えて応募してください。 
　全問正解者の中から、抽選で5名の方に町指定の可燃ごみ専用
袋（大・小1セット）をプレゼントします。応募は一世帯一通に限ります。 
　締切り／2月20日（火）（当日消印有効） 
　宛　先／〒761－3110 直島町1122－１ 直島町役場総務課 

「広報クイズ」係 

　※当選者の発表は商品の発送をもって代えさせていただきます。 
　※ご応募いただいたお客さまの個人情報は、賞品発送のみに使用し、 
　　第三者に開示・提供・共有したりすることはありません。 

1月号の答え①C・②B・③C　応募総数16通 

●●●答えは、今月号の広報紙の中にあります●●● 

チャレンジ！ 広報クイズ チャレンジ！ 広報クイズ 
皆さんの応募をお待ちしています。 

世帯数 
人　口 
　男 
　女 

1,493 
3,462 
1,721 
1,741

（－2） 
（－8） 
（－2） 
（－6） 

2月1日現在（先月比） 

町の面積　　14.22 k㎡ 

◆わが家のスター◆ 
　お子さんの写真と両親からのメッセージを添えてください。 

◆俳句・川柳コーナー◆ 
　テーマは自由です。どうぞご自分の作品をお気軽に発表してみてください。 

◆ミニギャラリー◆ 
　得意な「絵」を描いて送ってみませんか？「絵」ならなんでも結構です。 

応募方法 
　官製はがき、または封筒に住所（地区）・氏名・年齢・電話番号をお
　書き添えのうえ、次の宛先に2月20日（火）（当日消印有効）までに
　ご応募ください。 

宛 　 先 
　〒761－3110　直島町1122－1 
　　直島町役場総務課　「広報なおしま○○○コーナー」 

■発行／平成19年2月9日　■編集／直島町役場総務課 
■印刷／山陽印刷（株）　　　　　　　0７６１ー３１１０香川郡直島町１１２２ー１ 

 

※みなさんチャレンジ！広報クイズにどしどし応募ください。 

この広報紙は自然保護のため 
再生紙を使用しています。 古紙配合率100%再生紙を 

使用しています 

●直島町のホームページ● 

●電子メール● 

http：//www.town.naoshima.lg.jp

somu1＠town.naoshima.lg.jp

①007赤い刺青の男記念館初代館長は？ 
　 Ａ　�田孝夫　　　Ｂ　松田武重　　　Ｃ　川北文雄 
②19年の成人で式典に参加した女性の数は？ 
　 Ａ　15名　　　　　Ｂ　25名　　　　　Ｃ　45名 
③現代男性の30才～60才代の「肥満」率は？ 
　 Ａ　約２割　　　　  Ｂ　約３割　　　　  Ｃ　約４割 

玉野市休日当番医　市外局番（０８６３） ふれあい診療所（2月） 外来診療担当医予定表 

※診察時間は、午前９時から午後５時まで 
※休日当番医は都合により変更することがあります。 

※担当医は都合により変更することがあります。 
※診察時間　午前９時～12時・午後２時30分～４時30分 
※救急患者の場合は診療時間外でも診療いたしますのでふれあい診療 
　所に電話してください。　　　ふれあい診療所（1892－2266） 

日 内　　　科 外　　　科 歯　　　科 

12

2月 

11

18

25

3月 

4

11

のうの小児科医院 
（田井）33－9888

みやもと整形外科医院 
（東紅陽台）71－3030

平山医院 
（長尾）71－2850

井上内科医院 
（玉）21－2074

吉田整形外科医院 
（長尾）71－5128

藤原（英）医院 
（八浜町八浜）51－2078

大萩内科医院 
（胸上）41－1087

宇野八丁目クリニック 
（宇野）33－8080

ふじわら（利）医院 
（八浜町大崎）51－2488

万袋医院 
（八浜）51－2064

近藤医院 
（東田井地）41－1061

三島医院 
（玉原）31－5851

東条小児科医院 
（迫間）71－5110

玉野三井病院 
（玉）31－4187

三宅（英）医院 
（玉）21－3210

原田内科クリニック 
（宇野）31－1717

三宅内科外科医院 
（槌ヶ原）71－2277

三宅（康）医院 
（田井）32－2418

月曜日 
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杉峯・廣瀬 

12 

休診日 

19 

杉峯・廣瀬 

26 

杉峯・廣瀬 
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杉峯 

13 

杉峯・杉峯 

20 

杉峯 

27 

杉峯 
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杉峯・廣瀬 

14 

杉峯・廣瀬 

21 

杉峯・廣瀬 

28 

杉峯・廣瀬 

1 

廣瀬 

8 

廣瀬 

15 

杉峯 

22 

杉峯 

2 

廣瀬 

9 

廣瀬 

16 

杉峯 

23 

廣瀬 

火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 

本 村　山口愛子さんの作品「ふきのとう」 横 防　岡崎　貢さんの作品「のれん」 


